
JP 2008-272196 A 2008.11.13

10

(57)【要約】
【課題】外箱の前面開口部の背面に電源基板を配設する
場合、電源基板を収納するケースが前面開口部の補強に
役立ち、しかも、電源基板の設置スペースを別途格別に
設ける必要もなく製造容易な洗濯機を得る。
【解決手段】左右の側面と背面とをそれぞれ左右の側板
１６と裏フタとで閉塞し、前面開口部２１をフロントパ
ネルで覆って外箱２を形成する洗濯機において、前記前
面開口部２１の下部に電源基板２２を収納したケースを
配設し、このケースの左右両側を左右の側板１６に固定
した。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
洗濯槽を内装した外箱を1枚の金属板を略コの字状に折り曲げて形成し左右の側面と背面
とをそれぞれ構成するか、左右の側板と裏板とを締結することで略コの字状に形成して構
成し、前面開口部をフロントパネルで覆う洗濯機において、前記前面開口部の下部に電源
基板を収納したケースを配設し、このケースの左右両側を前記外箱の左右側面の板に固定
したことを特徴とする洗濯機。
【請求項２】
前記電源基板を収納するケースの前面をカバーで塞ぐことを特徴とする請求項１記載の洗
濯機。
【請求項３】
前記電源基板を収納するケースは、左右側面の板に両側を固定した延焼防止保護ケースに
収納されることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の洗濯機。
【請求項４】
前記電源基板を収納するケースの上方に位置させて、庇状の補強板を左右の側板に取付け
ることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の洗濯機。
【請求項５】
前記外箱内に配設する洗濯兼脱水槽は、前傾させて配設される請求項１記載の洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗濯機の、特に電源基板の取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば全自動１槽式の洗濯機は、外箱内に水槽を揺動自在に配設し、この水槽内に底部
に回転翼を設けた洗濯兼脱水槽を回転自在に配設し、下方にモーターや減速機構等を配設
して、給水、洗い、すすぎ、脱水、乾燥機能を備えた洗濯乾燥機では乾燥行程を含めて、
全行程が自動的に進行するようにしている。
【０００３】
　かかる洗濯機において、モーターや給水弁,洗濯乾燥機ではヒーターやファンモーター
などの各種の電装部品に通電して運転を制御するための電源基板を配設するが、従来、使
い勝手やメンテナンスの容易性を考慮して、電源基板の配設場所を決定したものがある（
例えば特許文献１参照）。
【０００４】
　これは、洗濯槽を内装した外枠を支持するベース部材を設け、このベース部材に制御基
板を収納したケースを載設したものである。
【特許文献１】特開平１１－３０００８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　外箱の側板や裏板は金属製の材料で形成され、前面に形成される開口部を金属製のフロ
ントパネルで塞ぎ強度を確保しているが、デザイン性を考慮し見栄えを良くするなどを目
的として合成樹脂製のフロントパネルで塞がれる構造とした場合には、前面側の強度が不
十分となることが考えられる。
【０００６】
　このような洗濯機に配設される制御基板として、前記従来例のものは、洗濯兼脱水槽を
内包した水受け槽を吊下げて内装した外箱を支持するベース部材に前面開口を形成し、ベ
ース部材の内方に前面開口から挿脱自在に制御基板を収納したケースを設けたものであり
、制御基板を収納したケースは外箱の前面開口部の補強を考慮して配設されたものではな
い。
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【０００７】
　また、制御基板を設置するために、ベース部材にそのためのスペースを確保して、挿脱
のための開口部も別途設ける必要があり、新たに加工する必要がある。
【０００８】
　本発明は前記従来例の不都合を解消するものとして、外箱の前面開口部の背面に電源基
板を配設する場合、電源基板を収納するケースが前面開口部の補強に役立ち、しかも、電
源基板の設置スペースを別途格別に設ける必要もなく製造容易な洗濯機を提供するもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の発明は、洗濯槽を内装した外箱を1枚の金属板を略コの字状に折り曲げ
て形成し左右の側面と背面とをそれぞれ構成するか、左右の側板と裏板とを締結すること
で略コの字状に形成して閉塞し、前面開口部をフロントパネルで覆う洗濯機において、前
記前面開口部の下部に電源基板を収納したケースを配設し、該ケースの左右両側を外箱の
左右の側面の板に固定したことを要旨とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１記載の発明によれば、外箱内に配設される水槽は、下方がすぼまっているので
、外箱内で前面開口部の下部にはスペースが存在する。よって、このスペースを利用して
電源基板を収納した電源ユニットケースを配設すれば、電源ユニットケース配設のために
別途格別にスペースを確保する必要がなく、そのための加工を洗濯機に施す必要もない。
【００１１】
　また、メンテナンスなどもフロントパネルを着脱するだけで容易に行える。
【００１２】
　さらに、電源ユニットケースの両側が外箱を構成する側板に固定されるから、この電源
ユニットケースが前面開口部の補強材として機能を果す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面について本発明の実施形態を詳細に説明する。図１は本発明の洗濯機の実施
形態を示す要部の分解斜視図、図２は同上縦断側面図で、洗濯機の全体構成を説明すると
、底枠１の上に外箱２を配設し、この外箱２内に、吊り板３と防振吊り棒４による防振機
構を介して水槽５を揺動自在に配設し、この水槽５内に底部に回転翼６を有する洗濯兼脱
水槽７を回転自在に配設したものである。
【００１４】
　図中８は洗濯兼脱水槽７の上縁に設けたオートバランサー、１５は給水弁、１０は外箱
１の上面開口に着脱自在に取付けたフタを示し、このフタ１０はトップカバー１１に取付
けられる。水槽５の下方にはモーター９などの駆動機構を配設してある。
【００１５】
　乾燥機能を備える洗濯機の場合は、図２に示すように洗濯兼脱水槽７と水槽５との間に
、内部に除湿板１３を配設した循環風路１２を形成し、この循環風路１２の上端部にヒー
タやファンを内臓した乾燥ユニット１４を設けた。
【００１６】
　また、図２に示す洗濯機の場合は、洗濯兼脱水槽７内の洗濯物の取出しが容易に行える
よう、洗濯兼脱水槽７は前傾状態で外箱２内に配設してある。
【００１７】
　かかる構成の洗濯機において、図１に示すように外箱２を金属材料で製作した左右の側
板１６と、前面開口部を覆う樹脂製のフロントパネル１８と、図２に示す裏板１７とで構
成し、左右の側板１６は背面側の上部で細長板状の背板１９で連結し、前面開口部２１側
の上部では細長板状の前板上２０で連結する。
【００１８】
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　本発明では、前面開口部２１の下部に電源基板２２を配設する。電源基板２２は、例え
ばコンデンサ２３、ＩＰＭと放熱板２４、リレー２５などを配設したもので、コネクター
２６を介してリード線２７が接続される。
【００１９】
　この電源基板２２配設するための構造は、前面を開口した樹脂製で横長の電源ユニット
ケース２８内に電源基板２２を収納し、前面開口を電源ユニットカバー２９で塞いだもの
であり、この電源ユニットケース２８および電源ユニットカバー２９は必ずしも水密構造
ではない。
【００２０】
　一方、外箱２の前面開口部２１の下部に前面を開放した横長形状の延焼防止兼保護ケー
ス３０を固定する。この延焼防止兼保護ケース３０は、前板下としての機能も有するもの
で、左右の側板１６を連結し、前面開口部２１の補強を図るものである。固定手段として
は、左右両側にフランジを突設し、このフランジを外箱２の左右の側板１６にネジで固定
する。
【００２１】
　この延焼防止兼保護ケース３０内に電源ユニットケース２８を収納することで、電源基
板２２を前面開口部２１に取付ける。そして、電源ユニットカバー２９で前面を覆った電
源ユニットケース２８の前方に、フロントパネル１８が配設される。
【００２２】
　かかる延焼防止兼保護ケース３０の上方に位置させて、左右の側板１６間に補強板３１
を取付ける。この補強板３１は、側面略く字形の傾斜部を有するものであり、延焼防止兼
保護ケース３０の上方に庇状に突設される。
【００２３】
　このような電源ユニットケース２８や補強板３１はフロントパネル１８の後方に配置さ
れるが、配設箇所が前面開口部２１の下部であり、水槽５や洗濯兼脱水槽７が前傾して配
設される洗濯機では、前面開口部２１の後方にはスペースが存在するから、電源ユニット
ケース２８などの設置スペースは、このスペースを利用でき、別途スペースを確保する必
要がない。
【００２４】
　また、電源ユニットケース２８は延焼防止兼保護ケース３０にさらに収納されるから、
電源基板２２から万一発火しても延焼を防止できる。
【００２５】
　そして、この延焼防止兼保護ケース３０や電源ユニットケース２８が左右の側板１６を
繋ぐものとして前面開口部２１に配設されるから、前面開口部２１の補強材としての機能
を果す。
【００２６】
　そして、電源ユニットケース２８は水密構造にしていないが、延焼防止兼保護ケース３
０に収納され、さらに、上方には補強板３１が庇状に突出しているから、水槽５から飛散
して落下した水は、この補強板３１の上に落下し、傾斜面にそって流下して外箱２内の内
方に向って流れ落ちる。よって、この水が延焼防止兼保護ケース３０にかかることはない
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の洗濯機の実施形態を示す要部の分解斜視図である。
【図２】本発明の洗濯機の実施形態を示す縦断側面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　底枠　　　　　　　　　　　　２　外箱
　３　吊り板　　　　　　　　　　　４　防振吊り棒
　５　水槽　　　　　　　　　　　　６　回転翼
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　７　洗濯兼脱水槽　　　　　　　　８　オートバランサー
　９　モーター　　　　　　　　　　１０　フタ
　１１　トップカバー　　　　　　　１２　循環風路
　１３　除湿板　　　　　　　　　　１４　乾燥ユニット
　１５　給水弁　　　　　　　　　　１６　側板
　１７　裏板　　　　　　　　　　　１８　フロントパネル
　１９　背板　　　　　　　　　　　２０　前板上
　２１　前面開口部　　　　　　　　２２　電源基板
　２３　コンデンサ　　　　　　　　２４　ＩＰＭと放熱板
　２５　リレー　　　　　　　　　　２６　コネクター
　２７　リード線　　　　　　　　　２８　電源ユニットケース
　２９　電源ユニットカバー　　　　３０延焼防止兼保護ケース
　３１　補強板

【図１】 【図２】
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